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青年クリスマス会

　12 月 8 日に青年のクリスマス会を開催しました！今回はそのご報告です。

今年のクリスマス会には、高校生 2 人と牧師、そして新しいメンバーを含めた 10

人が集まりました。例年通り、主日礼拝の後にみんなでお昼を食べながら自己紹介

タイム。その後に小礼拝をして、ゲーム、お楽しみのプレゼント交換、そしてケー

キと、盛りだくさんの内容で楽しい時間を過ごしました。

 小礼拝では 1 人の青年が、『何事にも時があり、天の下の出来事には全て定めら

れた時がある。』（コヘレトの言葉 3：1）を挙げて、神様は私たちに適切な時を用意し、

導いてくださることを信じて、これからも歩んでいきたいと証をしてくれました。

ゲームの時間には、ゲーム係の 2 人が楽しいゲームを企画してくれました！ひとつ

めは絵しりとり方式の連想ゲームで、制限時間内に連想をいくつ繋げられるかを競

いました。『クリスマス』 というお題から、 何故か 『栃⽊』 にたどり着いたりと、

予想外の連想が飛び出してみんな大爆笑。ふたつめのゲームはカタカナ語を使わず

にお題のものを説明するというゲームでした。カタカナ語禁止に加えて『俳句風に』

などの指示もあって、出題者も回答者も頭を抱えながら「アレだ！」「いや違う！」

と大盛り上がりでした。

 プレゼント交換では 5 組のカードを用意し、同じカードを引いた人同士で交換す

るという新しいスタイルを試してみました。偶然できたペアでの交換もなかなか面

白かったです。来年はどんなプレゼントを用意しようかと、今から考えておきます。

神様が私たち全員に等しく与えてくださった喜びを、心に刻んで過ごしたいです。
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急げ急げと書きこんでいく様子

連想ゲームの答え合わせは真剣かつ寛容に

小礼拝からゲームまで参加した洛北マダムの 1人
カタカナ禁止ゲームにお手上げ

このジェスチャーは簡単かも？

ケーキはモザイクなしです

もらったプレゼントを持って記念撮影

プレゼント間に合わず
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